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I.緒 言 :腺癌根治手術後に肝転移を合併する頻度

は低くないが,そ の原因として術前からすでに微少転

移巣が存在しているのか,手 術操作によって癌細胞が

血中に放出されやすいのか,ま た局所に遺残した癌細

胞 (局所再発)が 術後に転移するのかは治療上重要な

問題である。これまでの肺癌などの他臓器癌では腫瘍

支配静脈の細胞診が行われ1),高率に痛細胞が検出さ

れているが,膵 に関しては手技上の困難性があるため

か,そ のような報告を見ない。著者らは切除膵標本に

おいて灌流血の細胞診を行ってきたので,以 下に報告

する。

H.対 象・方法 :膵または膨大部領域の良・悪性腫瘍

(肝転移陰性)に対して膵切除を施行した24例を対象と

した。陣頭切除(13例)では胃十二指腸動脈からhepar‐

in加生理食塩水を注入して, 1本 (最大)の 膵十二指

腸静脈から,ま た膵体尾切除 (11例)で は陣門部を結

繁後陣動脈から注入・陣静脈から採血した。検体は3000

rpm,5～ 10分間遠沈,沈造の上層部を再度同条件で遠

沈してバッフィーコートを採取した (A)。この沈澄を

3倍量の生理食塩水で稀釈,separate L(武藤化学薬

品)に重層後,1500rpm・10分間遠沈して中間層を回収

した (B)。さらに赤血球層に30%エ タノールを加え,

1500rpm・5分間遠沈後,沈澄にSaccomanO氏 液を加

えた(C)。 これら(A)～(C)の塗沫標本に対し,May‐

Ciemsaや Papanicolaou染色を施行して癌細胞の有

無を検鏡した。

III.結果 i解管癌 9例 中 3例 に血中細胞診が陽性

m(十 )〕で,こ の3例 は切除標本全割切片の組織学的

診断でも静脈侵襲陽性 的(十)〕であった。膵管癌症例

のうちb(―)の 6例中 3711がv(十)であった。つぎに

膵島。腺房細胞癌 3例中2例がb(十)で , この2例は

v(十)で あった.膨 大部領域癌 3例 と良性腫瘍 9例 の

計12例ではb(十)例はなく, これらはすべてv(一)で
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vi(十 )8例 中,b(十 )は 5例 (63%).

v(一)16例 中,b(一 )は 16例 (100%).

あった。以上よりv(十)症 例 8例 中 5例 (63%)が b

(十)で,v(一 )症例16711中全例が b(―)であった(表).

IV.考 察 :以上の結果よりb(十)の 頻度 (33%)は

v(十)の頻度(53%)に くらべて低率であったが,b(十 )

例ではすべてv(十)で ,手 術終了時までに多数の癌細

胞が肝に流入していた可能性が うかがえる。少数の癌

細胞が流入しても一般に着床する可能性の低いことを

考慮すると,今 後 b(十)は v(十)は 臨床的に肝転移再

発を占うより確実な指標 となるかもしれない。 し かも

本法は組織学的検索 とくらべて,結 果判明までに要す

る時間 (2時 間以内)は 短 く,対 照が血球成分である

ことから検鏡 レベルで誤診する恐れは少ない。現時点

ではb(十)5例 中 3例 が,術 後 4カ 月以内に多発性の

肝転移再発したことを画像診断上確認 しているが,全

体 として follow‐up期 間が短 か く,今 後対照群 〔v

(一)。b(一),v(十 )。b(一)〕における肝再発までの期

間,局 所再発の有無,採 血法の正夫についても検討し

ていく予定である。
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表 :陣内血液進流細胞診の結果
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